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創
立
１
２
５
周
年
記
念
行
事

　

中
央
大
学
創
立
１
２
５
周
年
を
記
念
し

て
、「
理
工
学　

学
術
・
研
究
交
流
会
」（
理

工
学
研
究
所
な
ど
主
催
）
が
11
月
１
、
２

の
両
日
、
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
館
で

開
か
れ
た
。
会
場
に
は
理
工
学
研
究
所
や

大
学
院
生
ら
に
よ
る
研
究
成
果
約
60
件
が

ポ
ス
タ
ー
展
示
さ
れ
、
研
究
者
と
来
場
者

ら
が
活
発
に
意
見
交
換
す
る
場
面
が
み
ら

れ
た
。

　

交
流
会
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、
１
日

に
行
わ
れ
た
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研

究
科
応
用
化
学
専
攻
教
授
の
野
地
博
行
氏

の
特
別
講
演
会
。
研
究
の
発
展
が
著
し
い

「
ナ
ノ
バ
イ
オ
」
の
研
究
者
で
あ
る
野
地

氏
は
、『
生
体
分
子
機
械
の
ナ
ノ
メ
カ
ノ

ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
＆
デ
ジ
タ
ル
バ
イ
オ
計
測

デ
バ
イ
ス
』
と
い
う
題
目
で
講
演
し
た
。

　

野
地
氏
は
、
最
初
に
、
生
命
体
の
細
胞

の
中
で
重
要
な
機
能
を
担
う
タ
ン
パ
ク
質

を
顕
微
鏡
で
撮
影
し
た
動
画
で
紹
介
。
ス

ク
リ
ー
ン
上
に
は
、
き
れ
い
な
蛍
光
色
を

発
し
な
が
ら
あ
ち
こ
ち
動
き
回
る
タ
ン
パ

ク
質
が
映
し
出
さ
れ
た
。
こ
の
〝
運
動
〞

を
す
る
タ
ン
パ
ク
質
を
見
た
野
地
氏
の

お
子
さ
ん
か
ら
は
、「
こ
れ
は
何
の
虫
な

の
？
」
と
質
問
さ
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
紹
介
し
た
。
こ
れ
は
、
最
近
の
研
究

成
果
で
、
ま
だ
高
校
の
生
物
や
化
学
の
教

科
書
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
。

　

ま
た
野
地
氏
は
、
世
界
で
初
め
て
顕
微

鏡
で
見
て
確
認
し
た
〝
モ
ー
タ
ー
タ
ン

パ
ク
質
〞
を
紹
介
。
こ

の
〝
モ
ー
タ
ー
タ
ン
パ

ク
質
〞
は
、
大
き
さ
が

ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
サ
イ
ズ

（
１
メ
ー
ト
ル
の
10
億

分
の
１
）
し
か
な
く
、

細
胞
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ

ア
に
存
在
す
る
小
さ
な

物
質
で
、
細
胞
の
な
か

で
機
械
の
モ
ー
タ
ー
の

よ
う
に
回
転
す
る
。

　

こ
の
〝
モ
ー
タ
ー
タ

ン
パ
ク
質
〞
が
回
転
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
生

命
体
が
活
動
す
る
の
に
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
つ
く
り
出
す
」
と
い
う
。
し
か
し
、

そ
の
仕
組
み
に
は
謎
が
多
く
、
30
年
程
前

か
ら
世
界
中
の
研
究
者
が
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
た
。
東
京
工
業
大
学
の
研
究
グ

ル
ー
プ
に
い
た
野
地
氏
は
、
回
転
す
る
様

子
を
実
験
で
示
す
研
究
に
取
り
組
み
、
１

９
９
７
年
に
そ
の
様
子
を
確
認
し
、
発
表

し
た
。

　

野
地
氏
は
、「
研
究
成
果
を
出
す
の
に
、講演する野地博行教授
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研
究
室
の
方
々
と
膨
大
な
時
間
を
費
や
し

て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
。
ま
た
他

の
大
学
の
先
生
の
新
し
い
実
験
技
術
が
無

く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
者
と
の
協
力
の
も
と
で
の
成
果
で
す
」

と
振
り
返
っ
た
。

　

最
後
に
野
地
氏
は
、
若
い
研
究
者
に
向

け
て
「
今
ま
で
に
な
い
新
し
い
発
見
や
解

明
は
、
学
際
領
域
か
ら
生
ま
れ
る
。
そ
こ

で
は
、
頭
で
悶
々
と
考
え
る
よ
り
、
実
際

に
手
を
動
か
し
て
ま
ず
〝
や
っ
て
み
る
〞

こ
と
が
何
よ
り
重
要
だ
」
と
自
身
の
経
験

を
も
と
に
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

（
学
生
記
者　

小
室
靖
明
＝
理
工
学
研
究

科
物
理
修
士
１
年
）
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理
工
学　

学
術
・
研
究
交
流
会
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
で
、
人
目
を
惹
い
た
の
が
、
日

本
に
２
台
し
か
現
存
し
て
い
な
い
と
い
う

『
エ
ニ
グ
マ
暗
号
機
』。
展
示
さ
れ
た
の
は
、

そ
の
う
ち
の
１
台
で
、
辻
井
重
男
・
研
究

開
発
機
構
教
授
が
所
蔵
し
て
い
る
も
の
だ
。

　

軍
用
暗
号
機
で
あ
る
エ
ニ
グ
マ
暗
号
機

が
使
わ
れ
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中

で
、
ド
イ
ツ
の
ナ
チ
ス
軍
が
終
戦
時
ま
で

使
用
し
て
い
た
。

　

展
示
会
場
に
置
か
れ
て
い
た
エ
ニ
グ
マ

暗
号
機
は
、
古
い
ワ
ー
プ
ロ
の
よ
う
な
形

の
機
械
。
大
き
さ
に
し
て
、
約
30
セ
ン
チ

四
方
と
か
な
り
大
き
い
。
近
寄
っ
て
よ
く

見
て
み
る
と
、
キ
ー
ボ
ー
ド
と
ロ
ー
タ
ー

と
呼
ば
れ
る
南
京
錠
の
数
字
合
わ
せ
の
よ

う
な
部
分
、
そ
し
て
Ａ
か
ら
Ｚ
ま
で
が
印

字
さ
れ
た
ラ
ン
プ
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。

　

「
こ
れ
っ
て
、
ま
だ
使
え
る
ん
で
す

か
？
」
と
聞
い
て
み
る
と
、「
も
ち
ろ
ん
」

と
い
う
返
事
が
返
っ
て
き
た
。
早
速
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
お
願
い
し
て
み
た
。

操
作
は
意
外
と
簡
単
で
、
素
人
の
記
者

で
も
す
ぐ
に
理
解
で
き
た
。「
こ
ん
な
に

操
作
が
簡
単
だ
と
、
す
ぐ
に
解
読
さ
れ
る

の
で
は
？
」
と
心
配
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

現
在
あ
る
ス
ー

パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
駆
使
し
て

も
、
こ
の
暗
号
を

解
読
す
る
の
に
１

年
ほ
ど
か
か
る
ら

し
い
。

　

展
示
会
場
は
、

展
示
物
に
近
寄
れ

な
い
ほ
ど
の
人
だ

か
り
で
、
多
く
の

人
が
、
物
珍
し
げ

に
観
察
し
、
記
念

写
真
を
撮
る
人
も

多
く
い
た
。

（
学
生
記
者　

橋

本
奈
緒
美
＝
理
工

学
研
究
科
博
士
後

期
３
年
）

エニグマ暗号機
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創
立
１
２
５
周
年
学
術
企
画
の
一
環
と

し
て
、『
日
本
の
未
来
と
大
学
生
』
の
テ
ー

マ
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
田
原
総
一
朗
氏

の
講
演
会
が
11
月
14
日
（
日
）、多
摩
キ
ャ

ン
パ
ス
の
ク
レ
セ
ン
ト
ホ
ー
ル（
９
号
館
）

で
行
わ
れ
た
。

　

田
原
氏
は
１
９
３
４
年
滋
賀
県
生
ま
れ
。

テ
レ
ビ
朝
日
系
『
朝
ま
で
生
テ
レ
ビ
！
』

『
サ
ン
デ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
で
テ
レ
ビ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
新
境
地
を
拓
く
な
ど
、

鋭
い
切
り
口
で
幅
広
い
社
会
問
題
に
つ
い

て
論
評
し
て
い
る
。
98
年
に
は
戦
後
の
放

送
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
一
人
を
選
ぶ
坂
戸
又

一
郎
賞
を
受
賞
。『
日
本
の
戦
争
』（
小
学

館
）、『
ズ
バ
リ
！
先
読
み
日
本
経
済
』（
ア

ス
コ
ム
）
な
ど
著
書
多
数
。
現
在
は
早
稲

田
大
学
特
命
教
授
と
し
て
大
学
院
で
の
講

義
の
ほ
か
、「
大
隈
塾
」
塾
頭
も
務
め
る
。

新
聞
、
テ
レ
ビ
の
報
道
は
ウ
ソ
！

　

講
演
の
冒
頭
、「
い
ろ
い
ろ
話
し
た
い

こ
と
が
あ
る
」
と
口
火
を
切
っ
た
田
原
氏

は
、
尖
閣
諸
島
問
題
で
揺
れ
る
日
中
関

係
を
取
り
上
げ
、「
新
聞
や
テ
レ
ビ
が
い

か
に
嘘
の
報
道
を
し
て
い
る
か
を
言
い
た

い
」
と
語
り
は
じ
め
た
。

　

尖
閣
諸
島
沖
で
の
中
国
漁
船
衝
突
事
件

の
ビ
デ
オ
流
出
に
つ
い
て
は
、
菅
直
人
政

権
は
動
画
投
稿
サ
イ
ト
へ
の
投
稿
関
与
を

認
め
た
海
上
保
安
官
を
「
逮
捕
し
な
い
だ

ろ
う
」と
推
測
。逮
捕
し
て
し
ま
え
ば
、「
ビ

デ
オ
が
本
物
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と

に
な
る
」
と
解
説
し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
で
の
日
中
首
脳
会
談
が
中
国

側
か
ら
突
然
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
こ
と

や
、
横
浜
で
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
太
平

洋
経
済
協
力
）
首
脳
会
議
で
日
中
の
首
脳

会
談
が
20
分
間
し
か
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
も
、「『
中

国
が
日
本
を
バ
カ
に
し

て
い
る
』
と
い
う
報
道

は
間
違
い
」
で
、「『
大

国
の
意
思
を
示
す
』
と

い
う
声
が
中
国
の
中
で

強
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
、

つ
ま
り
中
国
国
内
の
問

題
に
因
が
あ
る
」
と
指

摘
し
た
。

　

ま
た
、
ロ
シ
ア
の
メ

ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領

が
初
め
て
北
方
領
土
を

訪
問
し
た
問
題
に
つ
い

て
も
、
プ
ー
チ
ン
首
相

の
影
響
下
か
ら
抜
け
出

し
た
い
と
い
う
大
統
領
の
意
向
が
あ
っ
た

か
ら
で
、「
ロ
シ
ア
の
国
内
問
題
だ
」
と

語
っ
た
。日

本
は
産
業
構
造
改
革
が
必
要

　

田
原
氏
は
、
民
主
党
政
権
が
抱
え
る
課

題
に
も
切
り
込
ん
だ
。「
長
い
期
間
、
野

党
で
、
与
党
に
『
ダ
メ
、
ダ
メ
』
と
反
対

を
し
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
民
主
党
は
、
政「日本の未来と大学生」をテーマにした講演会
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ネ
ス
で
も
日
本
の
参
入
が
ほ
ぼ
無
い
現
状

を
指
摘
し
、「
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、

構
造
改
革
を
し
な
き
ゃ
ダ
メ
だ
」
と
強
調

し
た
。

答
え
の
な
い
問
題
を
考
え
る

　

一
時
間
ほ
ど
の
講
演
の
あ
と
、
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
な
か
で
、「
学
生

権
を
と
る
準
備
を
し
て
こ
な
か
っ
た
」
と

指
摘
。
例
と
し
て
、
事
業
仕
分
け
で
（
無

駄
な
予
算
を
）
７
兆
円
減
ら
す
と
言
っ
て

い
た
の
に
、
政
権
を
と
っ
た
ら
実
際
に
は
、

「
７
０
０
０
億
円
し
か
削
減
で
き
て
い
な

い
」
こ
と
を
挙
げ
た
。

　

沖
縄
・
普
天
間
の
米
軍
基
地
移
設
問
題

に
関
す
る
鳩
山
由
紀
夫
首
相
（
当
時
）
の

対
応
に
つ
い
て
「
首
相
の
自
覚
が
な
い
」

と
嘆
い
た
田
原
氏
は
、
現
在
の
菅
政
権
も

官
房
長
官
や
閣
僚
ら
が
重
要
な
問
題
を

ト
ッ
プ
に
伝
え
て
い
な
い
と
批
判
し
た
。

加
え
て
、「
こ
れ
は
民
主
党
政
権
だ
け
で

な
く
、
日
本
の
多
く
の
民
間
企
業
に
も
見

ら
れ
る
問
題
だ
」
と
指
摘
し
た
。

　

そ
し
て
話
題
は
「
日
本
の
未
来
」
に
及

ん
だ
。
田
原
氏
は
、1990

年
に
国
際
競
争

力
が
世
界
ト
ッ
プ
だ
っ
た
日
本
は
現
在
27

位
で
、
先
進
国
の
中
で
最
下
位
で
あ
る
こ

と
を
紹
介
し
、「
こ
れ
は
産
業
構
造
が
当

時
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
か
ら
だ
」
と
述

べ
た
。
そ
の
う
え
で
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連

邦
で
の
原
子
力
発
電
所
建
設
の
受
注
先
が

日
本
メ
ー
カ
ー
を
抑
え
韓
国
企
業
に
決
定

し
た
こ
と
や
、
将
来
性
の
あ
る
水
ビ
ジ

は
未
来
の
た
め
に
今
何
を
す
る
べ
き
で
す

か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
田
原
氏
は
、「
今

の
学
生
に
必
要
な
の
は
、
社
会
の
様
々
な

問
題
に
関
心
を
持
ち
、
答
え
の
な
い
問
題

を
考
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
こ
と

で
先
行
き
の
見
え
な
い
不
透
明
な
現
代
は
、

明
る
い
未
来
へ
と
切
り
開
か
れ
て
い
く
だ

ろ
う
」
と
語
っ
た
。

　

こ
の
他
、
会
場
か
ら
は
、「
も
っ
と
テ

レ
ビ
に
出
演
し
、
議
論
を
見
せ
て
欲
し

い
」
と
い
う
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
飛
び
出

し
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起

こ
っ
た
。

（
学
生
記
者　

金
子
小
百
合
＝
法
学
部
１

年
／
宮
寺
理
子
＝
法
学
部
１
年
）

本
学
Ｏ
Ｂ　

テ
レ
ビ
朝
日
社
長　

早
河
洋
氏
講
演
会

「
私
の
テ
レ
ビ
人
生
〜
中
央
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
〜
」

本
学
Ｏ
Ｂ　

テ
レ
ビ
朝
日
社
長　

早
河
洋
氏
講
演
会

「
私
の
テ
レ
ビ
人
生
〜
中
央
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
〜
」

本
学
Ｏ
Ｂ　

テ
レ
ビ
朝
日
社
長　

早
河
洋
氏
講
演
会

「
私
の
テ
レ
ビ
人
生
〜
中
央
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
〜
」

創
立
１
２
５
周
年
記
念
行
事

　

本
学
Ｏ
Ｂ
で
テ
レ
ビ
朝
日
代
表
取
締
役

社
長
の
早
河
洋
氏
の
講
演
会
『
私
の
テ
レ

ビ
人
生
〜
中
央
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
〜
』

が
、
11
月
27
日
（
土
）、
多
摩
キ
ャ
ン
パ

ス
８
号
館
で
開
か
れ
た
。
経
済
学
部
が
創

立
１
２
５
周
年
記
念
特
別
企
画
と
し
て
開

催
し
た
も
の
で
、
会
場
の
大
教
室
は
就
活

を
控
え
た
ス
ー
ツ
姿
の
学
生
で
埋
ま
っ
た
。

　

早
河
氏
は
、
１
９
４
４
年
生
ま
れ
で 

山
梨
県
笛
吹
市
出
身
。
１
９
６
７
年
に
本

学
法
学
部
政
治
学
科
卒
業
後
、
日
本
教
育

テ
レ
ビ（
現
テ
レ
ビ
朝
日
）に
入
社
。
広
報
、

編
成
、
報
道
の
各
局
長
を
歴
任
し
、
２
０

０
９
年
６
月
か
ら
現
職
。
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
時
代
に
は
、『
ニ
ュ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
』（
現
報
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
前
身
）

を
立
ち
上
げ
た
。

　

「
私
の
話
は
た
ぶ
ん
自
慢
話
に
な
る
と

思
う
。
今
か
ら
話
す
自
分
史
か
ら
、
何
か

一
つ
で
も
二
つ
で
も
よ
い
の
で
み
な
さ
ん

の
中
に
残
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
」
と
口

火
を
切
っ
た
早
河
氏
は
、
自
身
が
学
生
時

代
を
過
ご
し
た
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
と
多

摩
キ
ャ
ン
パ
ス
を
比
べ
て
、
話
を
進
め
た
。

　

「
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
る
の
は
今
回

が
３
回
目
。
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
と
は

ま
っ
た
く
雰
囲
気
が
異
な
る
と
思
い
ま
す
。

駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
は
と
て
も
狭
く
、
都

会
の
猥
雑
さ
の
中
で
も
ま
れ
て
生
活
し
ま

し
た
。
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
そ
う
し
た
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雑
然
と
し
た
雰
囲
気
が
な
い
」

　

学
生
時
代
の
早
河
氏
は
、「
高
校
の
と

き
か
ら
格
好
良
い
と
思
っ
て
い
た
応
援

団
」
に
入
ろ
う
と
し
た
が
、
結
局
は
放
送

研
究
会
に
入
り
、
制
作
部
を
担
当
し
た
。

大
学
２
年
の
と
き
、
初
め
て
ラ
ブ
ス
ト
ー

リ
ー
の
脚
本
を
書
き
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

で
４
位
に
な
っ
た
。「
思
い
返
す
と
、
こ

れ
が
人
生
で
一
つ
目
の
大
き
な
分
か
れ
道

だ
っ
た
」
と
早
河
氏
は
語
っ
た
。

　

大
学
祭
の
運
営
に
も
携
わ
り
、
イ
ベ
ン

ト
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
ス
タ
ッ
フ
の
相

互
理
解
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め

る
こ
と
に
努
め
、「
人
と
人
と
の
付
き
合

い
が
、
後
に
社
会
に
出
て
役
立
っ
た
」
と

振
り
返
っ
た
。

　

日
本
教
育
テ
レ
ビ
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
て

い
た
早
河
氏
は
、
当
時
の
朝
の
ワ
イ
ド

シ
ョ
ー
の
キ
ャ
ス
タ
ー
に
勧
め
ら
れ
て
、

テ
レ
ビ
局
を
受
け
る
こ
と
を
決
意
。「
Ｔ

Ｂ
Ｓ
は
落
ち
た
が
、
テ
レ
朝
に
は
ト
ッ
プ

の
成
績
で
合
格
し
た
」。

　

入
社
１
年
目
は
放
送
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

学
び
、
２
年
目
は
ア
シ
ス
タ
ン
ト
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
と
し
て
報
道
部
署
で
働
き
、
３
年

目
は
報
道
記
者
と
し
て
警
視
庁
記
者
ク
ラ

ブ
で
三
億
円
事
件
な
ど
を
取
材
し
た
。

　

報
道
記
者
か
ら
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
経

て
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
な
っ
た
早
河
氏

は
、
秀
で
た
テ
レ
ビ
番
組
に
贈
ら
れ
る

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
を
受
賞
。
そ
ん
な
と
き
、

「
ニ
ュ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
立
ち
上

げ
に
か
か
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ゴ
ー
ル

デ
ン
タ
イ
ム
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
は
民
放
で

は
初
め
て
で
、
半
年
か
け
て
準
備
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、「
放
送
ス
タ
ー
ト
時
の
視

聴
率
は
９
％
台
と
低
く
、
こ
の
ま
ま
結
果

が
出
な
け
れ
ば
、
責
任
を
と
っ
て
や
め
る

つ
も
り
だ
っ
た
」と
い
う
。
上
司
か
ら「
君

は
や
り
た
い
番
組
を
つ
く
っ
て
い
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
わ
れ
、「
自
分
が
や

り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
い
い
の
か
ど
う
か
、

非
常
に
悩
み
ま
し
た
」
と
早
河
氏
。
そ
こ

で
番
組
ス
タ
ー
ト
４
ヶ
月
目
か
ら
、
自
ら

総
指
揮
を
と
り
、
視
聴
率
を
上
げ
て
い
っ

た
。

　

早
河
氏
は
、
自
ら
の
半
生
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
会
場
を
埋
め
た
学
生
に
向
か
っ

て
、
学
生
生
活
で
留
意
す
る
点
に
つ
い
て
、

「
大
学
生
の
と
き
に
、
友
人
や
先
輩
・
後

輩
な
ど
と
の
つ
な
が
り
で
誰
を
選
ぶ
か
に

よ
っ
て
、
自
分
の
そ
の
後
の
人
生
は
だ
い

ぶ
左
右
さ
れ
ま
す
」
と
強
調
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
、「
中
央
大
学
は
法
曹

の
世
界
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

資
格
取
得
の
勉
強
も
い
い
で
す
が
、
ス

ポ
ー
ツ
に
も
っ
と
力
を
入
れ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
中
継
が
あ

れ
ば
、
宣
伝
効
果
は
抜
群
で
す
」
と
テ
レ

ビ
メ
デ
ィ
ア
・
ト
ッ
プ
の
早
河
氏
な
ら
で

は
の
言
葉
で
、
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

（
学
生
記
者　

鈴
木
あ
き
ほ
＝
法
学
部
１

年
）

講演する早河洋・テレビ朝日社長




